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研究成果の概要（和文）：慢性ストレスの定量的評価に関し、指細小動脈拡張能検査法の妥当性を検証し、食行
動と首尾一貫感覚との相関について検討した。指細小動脈拡張能検査法の指細小動脈拡張能検査法としてRH-NPV
検査（片手法）の妥当性は検証された。しかしながら、青年期女性においてRHIと食行動の不健康度、およびRHI
とSOCに有意な相関は認められず、慢性ストレスの定量的評価として活用するには課題がある。

研究成果の概要（英文）：Regarding the quantitative evaluation of chronic stress, we verified the 
validity of the finger arterial dilatation test method and examined the correlation between eating 
behavior and coherence. The validity of the RH-NPV test (one-sided method) was verified as the 
finger artery dilatation test method. However, no significant correlation was found between RHI and 
unhealthy eating behavior, and between RHI and SOC in adolescent women, and there is a problem in 
using it as a quantitative evaluation of chronic stress. 

研究分野：基礎看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
指細小動脈拡張能検査法としてRH-NPV検査（片手法）の妥当性が検証された。このことは指細小動脈拡張能を測
定する際、片手のみの拘束、かつ痛みがほとんどないなど侵襲性が低い点としては研究参加者の負担を軽減でき
るという長所になる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
動脈硬化の進展の初期には血管内皮機能の低下が見られるが、この低下は可逆的であること

から早期に血管内皮機能の低下を発見することにより、健康教育等の予防活動に活用できると

考える。申請者らは慢性ストレスの定量的評価方法として指細小動脈拡張能検査法の開発に着

手しており、これは血管内皮機能と動脈弾性を総合的に反映する指動脈拡張能を評価する方法

である。規準化脈波容積（Tanaka & Sawada, 2003）の応用により、指動脈の弾力性を評価する

指標（Tanaka, 2005）、および血圧依存性を改良した指動脈スティフネス指数（Tanaka et al., 

2011）にもとづいて、規準化脈波容積から算出される血管コンプライアンス指数による指細小動

脈コンプライアンス拡張反応比に着目した。 

既存の血管内皮機能検査には血流依存性血管拡張反応 Flow-Mediated Dilatation (FMD)検査

があるものの、この検査を行う検者に高度な測定技術が求められる。また左右の指尖脈波から血

管拡張反応を評価する Endo-PAT 法は本体価格とプローブが高価であること、測定時は安静仰臥

位となる必要がある。そこで小型で軽量、および低価格の指細小動脈拡張能の検査装置による評

価方法の検討をしている。本装置は指尖にプローブを装着して安静座位で測定を行い、指動脈の

弾力性と細小動脈拡張能の両方を評価しようとするものである。 

ところで、健康若年成人を対象とした食行動尺度に関し、健康若年成人用食行動尺度は因子分

析の結果、「外発的摂食」、「早食い」、「濃い味」の３因子が抽出され、各因子得点の平均値を食

行動尺度総合点とした。男女比較では、食行動尺度総合点と「外発的摂食」は女性のほうが、「濃

い味」は男性のほうが有意に高い値であった（Horiguchi, Tanaka, Ogasawara, and Maruyama, 

2014）。また、ストレス対処能力としての首尾一貫感覚（Antonovsky, 1987, 1993, 1996a,1996b）

と食行動との関連について分析し、その関連のあり方には性差が認められた。すなわち、首尾一

貫感覚について、男性では食行動尺度総合点と首尾一貫感覚尺度の得点間で負の相関を示し、男

性では食行動の不健康度とストレス対処能力は関連することが考察された。女性では食行動尺

度総合点と首尾一貫感覚尺度の得点の間に有意な相関はなかった（Horiguchi, Tanaka, 

Ogasawara, and Maruyama, 2016）。 

首尾一貫感覚をはじめとする心理的特性と慢性ストレスの定量的評価の関連については明ら

かにはされていない。そこで、指細小動脈拡張能検査法の妥当性を検証し、慢性ストレスの定量

的評価としての活用の可能性、および食行動と首尾一貫感覚との相関について検討した。 

 
２．研究の目的 
(1)研究の目的１ 

指動脈の弾力性と指細小動脈拡張能の両方を評価する、規準化脈波反応性充血（Reactive 

Hyperemia-Normalized Pulse Volume: RH-NPV）検査の片手法における妥当性を検証した。 

 

(2)研究の目的２ 

 RH-NPV 検査（片手法）による指細小動脈拡張能と食行動および首尾一貫感覚との相関を検討

した。 
 
３．研究の方法 
(1) RH-NPV 検査（片手法） 

RH-NPV検査は左右どちらかの手の第2指を5分間駆血後、開放した時生じる同指末節の反応性



充血を規準化脈波容積（Normalized pulse volume: NPV）で測定した。RH-NPV検査の装置は指

細小動脈拡張能連続検査法検査装置（N2P3、ニッチプロダクト、札幌、日本）を用いた。検査

指標のRHIは駆血開放後の駆血前に対するNPVの比で定義され、交感神経緊張の影響については

同側の4指で測定したNPVの同じ比率で2重に基準化することで除いた。 

 

(2)身体計測 

身長、体重と体脂肪率は高精度体組成計ボディプランナー○R（DF-850、ヤマト、兵庫、日本）

を使用した。高精度体組成計の測定にはウエスト周囲径の入力が必要であることから、立位で、

臍上のウエスト周囲径を測定した。体重（kg）を身長（m）の２乗で除して体格指数（Body mass 

index: BMI）を算出した。 

 

(3)質問紙 

食行動は健康若年成人用食行動尺度を、首尾一貫感覚（Antonovsky, 1987, 1993, 1996a,1996b）

は 13 項目７件法 Sense of Coherence scale (SOC-13)日本語版を用いた。 

 
４．研究成果 

(1) RH-NPV 検査（片手法）の妥当性 

エンドパット検査で反対側の腕圧迫を前腕部に施した条件において（n=27）、 RH-NPV検査と

エンドパット検査の一致性はr=0.85（相関法）、エンドパット検査のカットオフ値1.67による

ROC分析によればAUC=0.91で、RH-NPV検査の妥当性が確認され、RH-NPV検査の最適カットオフ値

=1.0448における感度=1、特異度=0.86、陽性的中率=0.87、陰性的中率=1であった。上腕部駆血

でも同様であった（n=21）。 

本法は血管内皮機能検査として確立されているエンドパット検査と同様に反応性充血時の末

梢動脈の拡張を評価する検査であるが、片手のみの拘束、かつ痛みがほとんどないなど研究参

加者への侵襲性が低い点は長所である。 

 
(2) RH-NPV 検査（片手法）による指細小動脈拡張能と食行動および首尾一貫感覚の相関分析 

青年期女性54名を対象に相関分析を実施した。RHIとBMIの相関はr=-0.01、RHIと食行動と相

関では「過食」（r=0.02）、「早食い」（r=0.00）、「外発性」（r=0.05）、「油と塩」（r=-

0.12）、「不規則」（r=-0.26))、および総合得点（r=-0.09）といずれも有意な相関は認めら

れなかった。RHIとSOCの相関では「有意味感」（r=0.08）「把握可能感」（r=0.08）「処理可

能感」（r=0.11）、SOC総合（r=0.13）といずれも有意な相関は認められなかった。 

 

以上より、指細小動脈拡張能検査法としてRH-NPV検査（片手法）の妥当性は検証された。し

かしながら、青年期女性においてRHIと食行動の不健康度、およびRHIとSOCとの関連は明らかに

はならず、慢性ストレスの定量的評価として活用するには課題がある。今後は、怒りなどのSOC

以外の心理指標との関連を検討する必要がある。 
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